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主  論  文  の  要  旨  
The association of hypotension with the insertion of an abdominal  
retractor during lower abdominal surgery in pediatric patients:  
a retrospective observational study（  小児下腹部小開腹  操作中の血圧  
低下についての検討  ：後ろ向き観察研究）  
東京女子医科大学麻酔科学教室   
（主任：尾﨑眞教授）  
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【要  旨】  
単回使用開創器：ウーンドリトラクター (Alexis(R) Wound Retractor （ Applied 
Medical 社）以下 WR)は小開腹術の創の縮小を可能とした手術器具である．使用
する部位は手術によって異なり  頸部リンパ節廓清から開胸、開腹に、また年
齢も新生児から成人にまで幅広く利用されている．過去 WR を使用した術式にお
いて  出血・局所感染・組織損傷やアレルギー以外の大きな合併症の報告は成
人・小児ともに見られなかった．我々は過去に術中 WR 使用が原因と考えられた
術中低血圧の 1 症例を経験したため，他の症例においても同様の傾向を認める
かを検討した．  
本研究は下腹部開腹手術を受けた 4 歳未満の全 161 症例に対して術中低血圧の
発生と関連因子についての検討である．結果として，年齢が若年であるほど、
また鈎つき開創器と比べて WR を使用した方が，下腹部開創操作時の血圧低下が
起こりやすいことが示された．この傾向は若年で WR を傍臍切開へ使用する新生
児壊死性腸炎や腹壁破裂、より年長時に下腹部正中創へ使用した急性虫垂炎や
卵巣嚢腫等症例では認めず報告もなかった．年少の児に対して下腹部正中切開
で手術を行い WR 同様の構造を有する開創器を使用する際には血圧低下に注意
する必要があることが示唆された．  
